
呼
吸
器
病
の
重
大
性
と

D
N
A
チ
ッ
プ
検
査
の
特
徴

　

農
場
で
見
ら
れ
る
咳
、
鼻
水
、
発
熱
な
ど
の
呼
吸
器
病
と

思
わ
れ
る
症
状
で
も
原
因
は
多
様
で
、
予
防
・
対
処
法
は
異
な

る
。
牛
の
呼
吸
器
病
は
複
数
の
病
原
体
が
関
与
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
栄
養
や
免
疫
状
態
、
環
境
条
件
、
飼
養
管
理
な
ど

多
く
の
要
因
が
関
連
し
て
い
る（
図
１
）。
従
っ
て
ど
の
要
因

が
呼
吸
器
病
に
関
与
し
て
い
る
の
か
、
特
に
ど
の
病
原
体
が

農
場
に
蔓
延
し
て
い
る
か
を
特
定
す
る
事
が
重
要
で
あ
る
。

　

Ｄ
Ｎ
Ａ
チ
ッ
プ
検
査
は
牛
の
呼
吸
器
病
に
関
与
す
る
９
種

類
の
病
原
体
を
一
度
に
短
期
間
で
検
査
で
き
る（
表
）。
牛
か

ら
鼻
汁
を
採
取
し（
写
真
１
）、
そ
の
検
体
を
全
農
ク
リ
ニ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
で
検
査
す
る
。
結
果
は
数
日
か
ら
数
週
間
後

（
他
の
細
菌
検
査
と
組
み
合
わ
せ
た
場
合
、
報
告
時
期
が
異

な
る
）に
判
明
す
る
事
か
ら
、
農
場
で
呼
吸
器
病
が
発
生
し

た
際
、
早
い
段
階
で
結
果
が
分
か
る
た
め
早
期
対
応
が
可
能

で
あ
る
。

検
査
を
活
用
し
薬
剤
費
を
半
減

●
農
場
デ
ー
タ（
２
０
１
９
年
）所
在
地
：
北
海
道

　

飼
養
頭
数
：
８
０
０
頭
、従
業
員
数
：
７
名（
現
場
担
当
5
名
）

　

常
時
、
飼
養
頭
数
８
０
０
頭
の
Ｆ
１
及
び
乳
用
雌
牛
の

育
成
農
場
で
の
対
応
例
を
紹
介
す
る
。
こ
の
農
場
で
は
従

来
、
死
廃
頭
数
が
月
間
０
～
２
頭
と
低
く
推
移
し
て
い
た

が
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て
月
間
4
～
８
頭
の
死
廃
頭
数
に

増
加
し
た
。
外
部
か
ら
の
導
入
牛
が
導
入
牛
舎
で
風
邪
や

下
痢
を
発
症
し
、
そ
の
牛
舎
や
次
の
哺
育
舎
で
衰
弱
・
死
亡

す
る
例
が
多
く
な
っ
た
た
め
だ
。
原
因
で
あ
る
病
原
体
を

特
定
す
る
た
め
Ｄ
Ｎ
Ａ
チ
ッ
プ
検
査
を
実
施
し
た
。

　

検
査
の
結
果
、
牛
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
牛
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
、

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
が
高
率
で
検
出
さ
れ
、
導
入
牛
舎
で
こ
れ

ら
の
病
原
体
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
事
が
判
明
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
ま
ず
導
入
牛
舎
を
使
用
中
止
し
、
導
入
子

牛
を
哺
育
舎
で
飼
養
開
始
す
る
よ
う
牛
舎
フ
ロ
ー
を
変
更

し
た（
図
２
）。
ま
た
新
し
い
哺
育
舎
で
は
、
子
牛
の
移
動

後
に
牛
房
等
の
洗
浄
・
消
毒
を
徹
底
し
た（
写
真
２
）。
更

に
、
病
気
に
抵
抗
す
る
た
め
の
基
礎
体
力
増
強
の
た
め
に
、

代
用
乳
給
与
量
の
増
量
を
実
施
し
た
。
そ
し
て
、
薬
剤
感

受
性
試
験
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
使
用
す
る
抗
生
剤
を
変

更
し
た
。

　

そ
う
し
た
対
策
の
結
果
、
死
廃
頭
数
は
月
間
0
～
4
頭
に

減
少
し
た
。
ま
た
１
頭
あ
た
り
の
薬
剤
費
は
対
策
前
と
比
較

し
て
半
分
に
削
減
す
る
事
が
で
き
た（
図
３
）。

　

削
減
さ
れ
た

薬
剤
は
抗
生
剤

や
解
熱
剤
等
が

中
心
で
あ
り
、

今
回
の
取
り
組

み
に
よ
り
農
場

の
衛
生
レ
ベ
ル
が

向
上
し
疾
病
予

防
が
強
化
さ
れ

た
事
に
よ
っ
て

治
療
を
減
ら
す

事
が
で
き
た
と

考
え
ら
れ
た
。

　

今
後
は
、
定
期
的
な
牛
舎
消
毒
や
換
気
対
策
の
提
案
な

ど
を
通
じ
て
成
績
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

牛の呼吸器病は、罹患した牛の死亡率が高く、生存した場合にも
増体量、乳量、繁殖成績などに影響する。
経営への損失を防ぐには、予防対策と早期発見が重要である。

事例で見るＤＮＡチップ検査

牛の呼吸器病の
一括検査ができる

新しい導入牛舎では子牛の移動後に
牛房等の洗浄・消毒を徹底した

全農クリニックセンターでの検査結果は、数
日～数週間後に判明する（他検査と組み合わ
せた場合、報告時期が異なる）

養牛①

略 称 名 称
BCV
RS
BVDⅥ
BVDⅦ
IBR

M.bovis
M.bor
M.dis
Mh

牛コロナウイルス
牛ＲＳウイルス
牛ウイルス性下痢ウイルス１型
牛ウイルス性下痢ウイルス２型
牛ヘルペスウイルス１型
マイコプラズマ・ボビス
マイコプラズマ・ボビライニス
マイコプラズマ・ディスパー
マンヘミア・ヘモリティカ

表．ＤＮＡチップ検査の対象病原体名

写真1．牛の鼻汁を採取 写真2．消毒・石灰塗布後の牛房の様子

感染機会の
増大

感染機会の
増大

ＢＲＤＣ※

輸送
過密飼育
換気不良
群編成・移動
栄養の不足

●

●

●

●

●

※ＢＲＤＣ＝Bovine Respiratory Disease Complex
牛呼吸器病症候群

出典：『牛病学（第２版）』、近代出版

病原体の蓄積・増殖

感染
しやすく
なる

感染
しやすく
なる

ストレスの原因

ス
ト
レ
ス
の
増
加

免
疫
力
の
低
下

関係する病原体

●ウイルス
IBR、RS、PI3、BVD、Ad7など

●細菌
マンヘミア・ヘモリティカ（Mh）、
パスツレラ・マルトシダ（Pm）、
ヒストフィラス・ソムニ（Hs）など

●マイコプラズマ
マイコプラズマ・ボビス（M.bov）
など

図1．子牛・育成牛の肺炎

図3．１頭あたりの薬剤費が削減図2．牛舎フローの見直し
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抗生剤、解熱剤等を
中心に減少

薬剤費の推移（2019年4月を100%とした推移）
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育成舎②育成舎②
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哺育・育成舎①哺育・育成舎①

見直し後 子牛の移動後は
牛房ごとに

洗浄・消毒を徹底

使っていなかった
哺育設備の
再活用

使用中止
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